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大
学
智
凋
制
度
法
制
化
阻
止
の
た
た
か
い
も
、
同
学
会
が
来る
+
二
月
ブ
日
の
臨
時
国
会
胃
頭
に
,大
学閉
鎖虚
の力

針
を
提
起
レ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、急
通
に学
囚外
に
、
と
く
に
教
冒
層
の
問
に
流
動
化状
況
をま
き
お
こ
し
て
い
る
が

一方
、
,大
学閉
鎖
虚と
いう
同
学
会
の
力
針
に
関
し
て
も
、
関
係
力
面
で
様
々
な
見解
が
あら
わ
れ
て
い
る
。

今
日
か
ら
、
こ
の
,大
学閉
鎖召
の可
否
をめ
ぐ
って
、
全
掌
投
票
が
始
め
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は、
り大
学
閉
鎖
穿

に
対
す
る
教
官
個人
の意
見
冷
聞
い
てみ
る
こ
と
に
よ
って
、
・ての
結
果
か
ら
岡
学会
が提
起
し
た
+
二
・八
大
掌
閉

鎖
の
意
義
を
邉
求
し
て
みた
い。

教
冒
層
の
,大
学閉
鎖
`
に
対
す
る
考

え
方
は
、
は
っき
り
い
って
,大
学
閉

鎖
反
対
8
であ
る
。し
か
し
、
そ
の
反

対
の
立
場
の
う
ち
にも
、
多
少
の
二
誹

ア
ン
ス
の相
違
は
見
ら
れ
る
。

例
え
は
、
こ
の考
え
方
の
主
流
を
占
め

る
の
は
、大
学
開
鎖
が
「教
授
の
自
由

学習
の
自由
を
奪
う
もの
」
(下
程
教

胃学
部教
授
)
と
が
「学
長
の
権
限
僧

根
本
から
お
か
し
、
大
学
の
存
荏
意
義

を
お
び
ゃ
かす
も
の
」
(岸
本
(英
)

経
済
学
部
教
授
)
と
か
す
る
考
え
ガ
、

即
ち
厚大
学
閉
鎖
σ
の
本
質
を
否
定
す

る
考
え力
で
あ
り
、
そ
の
他
「目
広
の

穴
学
に
は
、
昔
か
ら
完
全
な
大
学
の
自

治
な
ど
は
存
在
し
な
か
らた
の
だ
か
ら

"穴
学
閉
鎖
4
な
2
あ
り
得
な
い
」
(̀

属
部
法
学
部
助
教
授
)
と
す
る
も
⑦
も

あ
る
・
一方
、
さ
ら
に
進
ん
で
次
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
7大
学
閉
鎖
σ
時
期
尚

纂
論
も
あ
る
.
,大
学
閉
鎖
ダ
と
い
う

よ
う
な
強
行
方
針
は
、
大
管
法
が
函
会

上
提
と
いう
よ
う
な
政
治
聞
題
化
し
た

博
点
で
、
提
起
さ
れ
る
バ
騰
兀
」
(A

豫
学
謡

識
授
)

虫
た
、
ζ
れ
ら
の
"大
学
閉
鎖
反
対
白

験
の
共
遵
の
根
拠
と
し
て
犀
大
学閉

鎖
r
が
ひ
選
お
こ
ず
、
蛸内
にお
い
で

は
敦
冒
層
と
孚
生
の
対
立
、
社会
的
に

は
マス
・
コミ
を
漫
し
て
こ
の
世請
の

批
判
が
上
げ
ら
れ
て
おり
、
田中
法学

の
よ
う
に
躍大
学閉
鎖π
の本

質
を
否
定
し
た
の
ち
「大
管
法
は4
展

の
凹蚕
に
上
親
さ
れ
な
い
の
はも
と
よ

り
、
文
∬
省
に
法
制
化す
る
意志
が
な

い
の
で
は
源
い
か
」
と
いう
よ
う
な
楽

の

鱗
的
な
見
方
を
す
る教
冒
も
いる
.

ま
た
、
塞
見
を求
めた
教
官
の
中
に

は
、
今
回
の
大
学閉
鎖に
必
ら
ず
レ
も

反
紺
レ
な
い
と
い
う
教官
ガ
いる
.
そ

れ
は
次
の
よ
つ
なも
ので
あ
る
.

「
9大
糞

が大
学
の
自
治
を
自

ら
確
る
も
の
であ
る
と
いう
意
見
が
あ

る
が
、
これ
は大
学
の臼
治
H
教
授
会

の
幽萢
と
いう
鱒
式
か
ら
蓉
え
る
こ
と

で
、
大
学
の
自
宿
に
は
当
然学
伍
の自ヒ

治
も
含
ま
移
⇔べ
き
も
の
と
考
える
か

ら
、
大
掌
閉
鎖
を
一方
的
に
反対
す
る

理
由
と
は
な
う
な
い
.私
個人
と
し
て

は
、
今
圃
の
大
学
閉
鎖
はや
や
時
期
尚

早
と
思
わ
れ
な
い
で
も
な
いが
、
強
い

て
反
対
と
も
思
わ
な
い
。し
かし
、
実

際
の
行
勤
は
職
粗
の
線
で動
さた
いと

行動の必要
綴.灘蠣購鰍騰鍵
大学閉鎖 には

 

思
う
し
(B
教
養
那
助
教
授
)

さ
て
、
ワ大
学
棚
鎖
f
に
は
反
対
と
し

て
、
そ
れ
で
は
現
契
に
大
管繰
せ
粉
砕

す
る
方
法
と
し
て
教
官
層
は
一体
何
を

頼
り
に
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
.

こ
こ
で
も
教
冒
層
の
意
見
は
ほ
と
ん
どゴ

一致
し
て
い
る
。
即
ち
、
日
大
協
の
決

定
の
趣
旨
を
で
き
る
かぎ
り
、法
案
に

皮
映
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
ある
.
こ

こ
の
考
え
万
に
っ
い
て
は教
胃
の
意
見

を
ひ
く
必
肇
も
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、

教
宮
の
申
に
は
、
次
の
よ
う
な意
見
も

あ
る
。
「揮
動
の
力
針
と
し
ては
目大
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協
を
通
し
て
文
部
首
と
舛
決
す
る
力
向

を
め
ざ
し
、
我
々
教
冨
と
し
て
は
国
大

協
を
保
誹
す
る
行
動
¢と
る
必
要
が
あ

る
。
し
か
し
、
現
在
は
国
大
協
と
は
別

の型
態
で
文
部
省
と
の
対
決
に
ア
プ
ロ

ー
チ
す
る
必
襲
が
で
て
き
た
よ
う
に
思

う
し
(髪

(英
)
教
授
)

㎜
説

川
こ
れ
ら
の
賛

は
、
教
授

㎝

酬
会
、
教
冨
協
議
会
(教
授

㎜
解

川
の
み
・
建

齢
護

ま

で
)
が
こ
れ
塾
で
出
し
た
数
々
の
潤
明

な
ど
」
は
踊
ら
れ
な
い
、
教
官
の
"個

人
歯
と
し
て
の
見
解
で
あ
る
。
そ
の
囚

容
は
、
大
学
閉
鎖
絶
対
反
対
か
ら
、
消

極
的
貿
成
に
い
た
る
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
含
み
な
が
ら
も
、
タ
体
と
し

て
持
に
注
目
レ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
、
大
学
閉
鎖
と
い
う
力
劃
が
出さ

れ
た
こ
と
に
よ
って
、
ζ
れ
ま
で
、

,国
大
協
の
趣
旨
を
反
映
さ
せ
る
禽
と

り
つ線
に
よ
り
か
か
った
ま
ま
であ
っ

た
教
胃
層
の
中
に
、
7ど
つ
ず
れ
ば大

響
法
を
実
際
に
粉
砕
で
き
る
の
か
再
と

り
73・こ
と
へ
の
目
ら
の
垢
え
力
の検
討

を
す
る
姿
勢
が
で
て
さ
た
点
であ
ろう

大
学
閉
鎖
の
持
つ
最
大
の
慧
義
は
、大

智
法
国
会
上
提
の
慧
図
粉
稀
の
目的
を

も
って
大
亨
が
タ
体
と
し
て文
部
省
に

対
し
て
明
雁
に
か
つ
強
硬
に
反対
の
颪

志
を
裂
明
し
、
文
部
商
対大
掌
と
い
う

対
塾
関
係
を
槌
会
剛
に閉
ら
か
に
映
し

出
す
こ
と
で
あ
る
。し
か
し
、
そ
れ
と

岡
時
に
、
これ
が提
起さ
れ
抱
滋さ
れ

る
こ
と
によ
っ
て、
その
申
で
、
新
た

な
決
決噺
の
力
回昂
。大
寧
人
の
あ
ら
ゆ

る層
にせ
ま
って
い
き
、
こ
れ
ま
で
の

が
な
り硬
化
し
て
き
九反
対
圃
動
の
突

破
口と
なる
ζ
と
も
ま
た
、
}つ
の
慧

繭と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
点
か
ら

す
れ
ば
、
教
冒
が
こ
の
問
題
に
関
し
て

"層
露
と
し
て
は
,冒
押
者
幽
の
立
場

を
と
り
つ
つも
、
,個
人
白
と
し
て
、

こ
のよ
.つな
見
解
が
で
て
き
て
い
る
こ

と
は
、大
学
閉
鎖
樫
起
の
一つ
の
房
墨

と
いえ
ト勢つの

,"
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撒
縣
六
日
夜
に
判
明
か

大
掌閉
鎖
の賛
一舎を
問
ろ
投
票
の
管
理

鮎
局
他
贋
の
穆
加
の
な
いま
ま
、
学
生

に関
し
て
は
、当
初
学
生
代
表
八
人
、

代
表
八
人
で
槽
成
さ
れ
る
こと
に
な
っ

教
冒
、
生
協
代
衰
各
一人
、
職
組
、
大

た
。

掌院
生
代
表
各
二
人
で
全
掌
投
票
笑
行

投
票
は
三
日
か
ら
{倉
ま
で
の
四日
間

委
員
会
が持
た
れ
る
計
圃
だ
った
が
、

毎
日
午
前
八
時
か
ら
午
後
六
時ま
で、

O

・
●
●

.

法

・文

・教

・教

養

各
研
究
窯
、
教
整
な
ど
を
ま
わ
る
移
動

投
票
箔
二
十
個
の
ほ
か
、
次
の
十
ヵ
所

の投
票
所
で
行
な
わ
れ
る
.

吉
田
正
門
、
吉
田
食
堂
、
中
央
食
堂

入
口
、
有
悟
会
前
、
文
学
部
学
友
会

前
、
工
学
部
共
同
謂
義
室
、
本
部
北
正

門
、
北
部
食
堂
、
医
学
部
、
西
部
構

."
◎r器
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°=
c

O
●

内
.な
軸呪
投
票
結
菓
は
、
磯冒
午
後

十
時
には
判
明
し
よ
う
o

学
校
側

投
票
禁

止
の
告
示
出
す

投
票
初
日
の
三
日
朝
、
学
校
側
は
「大

掌閉
鎖
な
ら
び
に
、
大
学
閉
鎖
に
関
す

る
投
票
活
助
は
噌切
禁
止
ず
る
」
と
の

}告
が
(第
七
弩】
を
出
し
て
、
こ
の
問

題
に
つ
い
て
の
強硬
な態
度
を
明
ら
か

に
し
た
.
こ
れに
よ
って
、
関
係
者
の

処
分
が
当
然
考え
,喘
る
が
、
投
票
は

予
足
通り
つづ
け
ら
n
よ
'つ●
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学
多
末
麹
続
々
.投
翼
換
め
る

理

は
閉
鎖
賛
成
、
経
ボ
イ

コ
ッ

十
二
月
八
日
の
全
察
閉
鎖
提
焔
を
め
ぐ
っ
て
、
十
一
月
三
十
日
の
全
国
ゼ
ネ
ス
ト
統
一
行
動
日
の
前
日
ま
で
に
学
部
の
大
半

プ

し

が
学
生
大
会
を
も
ち
、
理
学
部
は
閉
鎖
賛
成
、
法
・文
・
教
育
の
各
学
部
は
投
票
参
加
、
経
済
学
部
は
投
票
ボ
イ
コ
ッ
ト
を

決
め
た
。
ま
た
、
教
官
、
大
字
脱
、
生
協
、
職
組
な
ど
も
沽
発
に
動
い
て
お
り
、
学
内
に
大
き
く
流
動
状
況
が
み
ら
ゆ
る
。

法
学
部
学
生
大
会
ー5十
一月
二
十
八
日

正
午
から
法
経
第
四
教
室
で
、
昨
年
六

月
に
自
治A蕾
阿建
以
来
は
じ
め
て
定
足

数
に違
し
て開
かれ
た
。
大
会
は
「大

学閉
鎖
に
関
す
る
全
学
一万
人
投
票
に

診加
す
る
」
る
いう
提
案
を
め
ぐ
って

か町
り
活
発
な討
論
を
行
な
った
が

結
局
挙
手
で
こ
れ
を
賛
成
九
十
一、
反

対
四十
二、
保
留
十
三
の
多
数
で
可
決

し
た
.
法
学
部
に
つ
い
で
二
十
九
日
に

は理
、
文
、
教
、
工
、
経
の
各
学
部
が

学
生
大
会
を
開
い
た
.

理
学
部
学
生
大
会
は
二
十
九
日
正
午
か

ら
物
囲
第
三
教
窒
で
開
か
41
、
執
行
委

の人
争
交
代
で
耕
委
員
畏
に
選
ば
れ
た

竹
囚
鶴
か
ら
大
留
私
闘
争
の
報
告
が
あ

り、
自
冶
会
か
ら
十
二
・ぺ
全
掌
閉
鎖

齢藤
錨
露
鄭
臨
ヨ

こ
の
後
∬全
学
閉鎖
πを
め
ぐ
って
討

論
が
行
な
われ
た
.
三
時
羊
にな
って

議
論
が
一応
済
ん
だ
と
こ
ろで
、
採
決

に
移
った
.
民
青
の対
案
は
十
五
、
九

十
二
、
二
十
七
、
十
(賢
成
、
反
対
、

保
留
、
棄
権
)
で
合決
され
、
自
治
会

提
案
ほ
首
三
、
十
九、
二十
三、
二
で

可
決
さ
れ
た
.

教
育
学
部
も
「投
票
参
加
」
を
賛
成
二

十
七
、
反
対
十
嬰
保
留
五で
決
め
た

一力
文
学部
で
は、
常
任
委
員
会
が

「十
二
・八
ス
ト
ライ
キ
、
大
学
閉

鎖
反
対
、
一万
人
ボ
イ
コ
ソト
」
を

提
案
し
た
が少
数
で
否
決
さ
れ
、
闘

争
委
員
会提
案
の
「投
票
轡加
」
を

賛
成
七十
四、
反
対
四
十
一、
保
留

+
七
で
可
決し
た
。

静
済
学部
は
執
行
部

(民
高
糸
)
が

出
し
た
「閉
鎖
反
対
、
十
二
・八
五
看

試
闘
集
会
」
と
コ閉
鎖
へ
向
け
て
投票

窪
加
」
と
が
対
立
、
激
諭
が戦
わ
さ
れ

た
が
結
局
賛
成
八
十
六
、
反
対
五
十
、

保
留
二
十
一に
よ
り
執
行
部案
が採
択

さ
れ
た
.

経
済
学
部
の
全
字
投
票
舎
決
によ
っ

て学
生
間
の
分
裂
が
決
冠
的
に
表
蜘
に

あ
ら
わ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

工
掌
部
は
学
生
大
会
で
は
討
繊
が
深
ま

ら
ず
、
大
学
閉
鎖
に
関
し
て
は
採
択
し

「な
か
った
が
、
自
治
委
員
会
で
は
「閉

鎖
賛
成
」
を
賛
戊
九
、
反
対
四
、
保
留

ト

四
で
決
定
し
ド奏
る
。

掌
生
薮
め
半
数
を占
め
、
そ
の動
き
が

庄
圏
さ
れ
て
いた
教
婆
部
で
は
、
二日

の
日
隊
午
後
一薔
難
ら
吉田
食
堂
で
行

議
員
大
会
を
開き
、
三時
問
半
に
わ
た

っ
て
激
し
い
討齢
を
行
な
った
結
果
¥

「投
票
参
加
」を
賛
成
三
百
五
十
四
、

反
対
百
五十
嵩
、保
留
十
六
の
多
薮
で

可
決
し
た
.
'

"全
学
閉
鎖
認
め
ず

"

平
沢
京
大
総
長
は
十
一月
二
十
八日
、

最
近
の
大
管
法
闘
争
の動
き
に
関
し
て

謬学
鐘
祀君
に
訴
え
る
甜
と
いう
声
明

を
出
し
た
。
要
旨
は
っ
ぎ
のと
お
り
。

一、
先
に
決
足
し
た
京
大
統
一見
解
を

基
礎
と
し
、
国
大
協
総会
で決
足
さ
れ

た
趣
旨
笑
場
の
た
め
今後
一段
の努
力

を
す
る
.

二
、
学
生
諸
君
が
こ
の
聞
題
に
関
し

て
意
志
表
現
を
試
み
る
こ
と
は
自
由

で
あ
る
が
、
民
主
王
義
社
会
の
基
本
ル

ー
ル
、
学
生
と
し
て
守
㍍
べ
き
秩
序
の

枠
を
こ
え
て
は
な
ら
な
い
.
十
一月
秘

め
以
釆
の
一連
の
行
勤
の
な
か
に
は
厳

に
非
蜷
さ
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。

三
、
大
字
閉
鎖
の
ご
と
さ
は
、
大
掌
の

使
命
た
る
研
究
、
教
育
を
阻
嵜
し
管
理

運
営
の
根
本
を
み
だ
す
不
法
な
暴
挙
で

総
長
が

声

明

あ
る
。
した
凱
って
全
学
投
票
は
承
認

し
な
い
.
〃

東

大

で

閉

鎖

へ

京
大
の
全
学
閉
鎖
提
起
に
対す
る反
応

は
、
別
報
の
よ
う
に
十
一月
三十
日
の

続
一行
勤
目
に
以
都
府
学
連集
会
に
お

い
て
支
持
が
確
認
さ
れ
たが
、
全
国
的

に
も
各
大
学
間
に
大
き
な衝
畢
を
与
え

て
い
る
。

寅
大
で
は
中
昊
執
行委
員
会
が
十
二

月
十
四
日
全
学閉
鎖
の方
針
を
決
足

し
た
。
ま
た
、
和
歌
山
大
、
神
戸

大
、
大
阪巾
立
伏
も
十
四
日
か
ら
無

期
限
ス
ト
突
入
が
提
起
さ
れ
て
い

る
。

「こ
れ
ら
一嵐
の動
さが
、
尿
大
の
全
学

閉
鎖
成
功
を
メ
ド
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、閉
鎖
の
成
否
が
今
後
の
週
動
に
大

き
な影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
に
な
ろ

の

う
.京
大
構
内
に
私

服
警
官
は
い
る

学
錠
を
逮
捕
し
よ
う
と
し
て
私服
警
冒

が
学
内
に
入
り
、
一時
問
半
にわ
た
っ

具
体
策
示
せ

これ
に対
し
一、
同
学
会
、
全
学
闘
争

委
員会
では
隅
日
た
だ
ち
に
反
論
、
総

長
に
っ
ざ
のよ
う
な公
開
質
問
状
を
出

レ
だ
.
一
、次
の国
大
協
総
会
は
す
で
に
大
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全
学
閉
鎖
支
持
を
確
認

府
学
連
集
会
立
命
に
二
千
五
百
人
11。30
統一行勤

 

大
管
制
渋
制
化
反
対
の
京
都
府
学
連
統
一行
動
は
十

一月
三
十
日
に
行
な
わ
れ
、
立
命
館

大
字
で
開
か
れ
た
府
学
連
集
会
に
は
約
二
千
五
百
人
の
宰
生
が
参加
し
た
。

府
学
運集
会
は
へ
後
三
時
頃
か
ら
▽命

館
大
学
研
心
館
で
持
に
れ
、
孔
尉報
告

で
澗
田
府
学
連
委
負
長
が
大
留
訟闘
争

の
現
段
階
望

特
に
不
「
逮捕
と京
大

の
全
学
閉
鎖
磨
中
心
に説
明
、各
大
字

の
協
力
を
要
謂
し
た
。

つ
い
で各
大
掌
の
闘争
状
況
報
告
に

移
り
、
そ
の
な
か
でム
大
宇
が
駅大

「}一曽一一冒騨需ロ一胃轄一冒一一,一一F冒}一一冒

一騨,冒
F9一曹
F},
,曜一冒,■■,■O璽,噛圏

騨

一一

輔

一

"

の
全
宇閉
鎖
鷺
だ
童
,
りこ
と
ゐ潅
}
頭
に
河
原
町通
ー
仏
光寺
-木
屋
町
P

　
し
た
ハ

　
ゑ
　
　
ぬ
の
コ
　
スで
デ
モに
　
っ

灘
灘
難
蟻
諜
照

を
終
え
た
。

った
が
、
四
条
河
原
町
で右
翼
が十
数

・輿
会
彼
、
た
だ
ち
に
V
命
餌
大
宇
ゼ先

人
、
爆
竹
、
棒
な
ど
でデ
モ隊
に
曝
力

噂
一
層

層騨騨騨一一嘘冒一一一噛一一圏一冒}一9一國■■一層臼噂喝一●●騨一膠冒脚一申曽幽一ρ一一一,,

幽一一

傅需

F

一,胃一,,一一■塵一}■

を
ふ
る
って
き
た
.
こ
れ
は
十
六
日
に

一も
み
ら
"
た
こ
と
で
あ
り
、
今
後
見
過

せ
な
い
間
題
ε
な
つて
き
た
レ寿

デ
モ
隊
は
祇
園
石
段
下
で
最
後
の
ジ
グ

ザ
グ
デ
モ
を
展
開
し
、
円
山
公
園
で
集

会
を
開
い
た
の
ち
、
六
時
半
頃
敬
会
。

京
大
は
六
学

部
が
ス
ト

ζ
れ
に
さ
き
だ
ち
、
こ
の
日
颪
大
で
は

教
・経
・法
・理
・文
・工
の
各
学
部

が
ス
ト
ライ
平に
入
り
、
教
獲
は
授
巣

放
棄
を行
な
うた
。

特
萎

天
学
閉
鎖
の
問
題
を
ひ

か
え
て
い
るだ
け
に
、
ζ
の
日
の
行
勤

は
注
目
さ
れ海
が、
早
朝
か
ら
本
部
構

内
の
門
は
ピケ
によ
って
全
部
シ
ャ

断
さ
れ
、
ほ
とん
ど
授
業
は
行
な
われ

な
か
っ
た
。

東
京
で
は
銀
査
並
木
集
会

こ
の
日
は
全
国
的
に
も
か
な
り
大
き
な

盛
り
上
り
を
み
せ
た
。
ま
ず
巣
尿
で
は

痕
大
の
時
欝
台
前
集
会
以
上
は
困
難
と

さ
れ
て
い
る
膿
大
本
郷
の
い
ち
ょ
う
莚

必
要

な

"対
立

周
知

の
よ
う
に
五
月
二
十
下.日

池
田
首
相
は話
院
選
挙
の
演
説
で
「

大
学
が
革
命
の
場
ど
癒
って
い
る
」
と

い
う
発
言
の
申
に
「祖
国
と
祖
閣
の
文

化
、
歴
史
を
環
す
る
よ
う
な
教
育
」
と

い
言
葉
の
中
に
、
い
わ
ゆ
る
鍾人
づ
く

り
政
策
∬
と
呼
ば
れ
る
資
太
士義
国
家

の
帝
国
ま
繍
的
麗
立
を
し
のば
せ
て
い

る
、
と
い
う
こ
とを
見
抜
いた
時
点
に

大
管
法
闘
的め
出
発
腿
があ
った
.
こ

こ
に
松
田
文
桐時
代
に
諮
問
に
付
さ
れ

申
教
審
が
そ
れ
を
答
申
す
る
こ
と
が

合
致
し
、以
後
の
大
讐
法
闘
争
が
陛
生

のみ
な
ら
ず
鰭
脚
の
起
ち
上
り
と
な
っ

て
現
出
し
た
の
で
あ
った
.
つ
ま
り
、

戦
後
の
国
立
大
学
の
管
理
が
十
分
で

な
い
と
い
つ要
因
は
、
国
家
権
力
が介

入
し
き
れ
て
い
な
い
と
い
う
芝
配
者
の

反
欝
、
ぞ
こ
か
ら
の
取
勢
に
利
用さ
れ

た
の
で
あ
っ
た
.

}
こ
の

出
発
の姿
勢
は
、
当
然
75

が
ら
、
国
立
大
掌協
蚕
が
、
瞥
理
の
不

儒
に
の
み
目を
鷺
わ
れ
、
実
質
的
に
政

府
の意
図
に自
ら
を
対
決
ず
る
基
盤
を

喪失
させ
、
「対
案
提
出
」
と
い
う
方

針
で対
机
(?
)
さ
せ
る
に
浄
った
こ

と
と
再度
比
載
さ
せ
ら
れ
る
必
要
が
あ

る
。
なぜ
な
ら
「営
朔
の
不備
」
か
ら

出
発
し
た
国
大
協
は
、
有
榊
力
習
の昆

体
的
ブ
フン
ー1
大
胃
扱
に
対
し
て
終
局

的
に
は
単
に
コ四
「化
」
と
いう
烈
で

の
み
反
対
の
整
勢
糖
作
る
の
みで
あ
り

権
力
の
進
む
力
向
に
と
っ
て何
ら
障
轡

物
に
な
り得
て
いな
いの
み
なら
ず
、

大
学
囚
に
おけ
る
管
弾
者
と
し
て
自
ら

を
表現
し
て亭
突
上
は
桶
力
に
利
す
る

2政
治
的力
μと
な
.て
い
る
か
ら
で

み
も

,

4

の
宣
言

一

こ
の

よ
」
75
、
愚
初
の
載
線
の

聰
無
糟
報
鐵
靴

縣
難
藤

噂う
な
ら
次
の
三
つ
の馳
階
に
分
け
られ

る
であ
ろ
つ●

す
な
り
ち、
大
∵管
碧

改
悪
の
心
図

が政
肘
に
よ
,て
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ

れ
に
,反
対
"
の
意
昧
で
個
々
別
々
にミ

闘
毎
を
組
縦
し
に
第
一期
.
ζ
れ
は
七

}月
の
リム.ゆ
連
。
派
と
ノ
ニ派
連
台
醒

派
の
字
生
戦
線
軌
一旺
大
瞥
法
粉
砕
八

闘
会
瀬
作
厩
の
動
さ
ま
で
で
、
具
体
的

に
は
粟
駅
と
京
都
の
反
対
擢
動
が
中
心

と
な
った
.
鰐
二
期
は
濯共
闘
会議
4

縞
成
が
失
敗
に
終
り
、
掌
生
運動
の課

題
が離
期
し』岡
様
、
公
即
会
瞬
"闘
争

も
悶
時的
に
蕊向
壱
"、
あ
ら
ゆ
る
側

面
(組
織
阿、
イ
.プ
イ
ロギ
i
的
側
囲

)
を
全
て
捨
鰍
ず
る
心
い
2ζ
と
は
不

}可
彫
Cあ
り
、
特
に
団
期
の
闘
田び
個

・別
國
で
あ
った
》峡
」
そ
の
聴
盛
に
立

つ
こ
と
が
.小可
虻
、Cあ
った
時
期
で
あ

る
.
七
し
て
、
痩
休
み
.惇
J
収、
甲
央

公
聰
会
阻
旺
闘
争
が
現
ズ
則
に
学
望
賊

線
の
彰
帽
を
は
た
す
役
副
脅
持
つ
騨期

　
を
経
一＼
初
め
て
穐
「行
動
が
実
現し

得
.議

二
期
に
入
っ
た
.だ
甥
、
この

十
月
†
孔
日
に
中教
最終
笛
頃案
σ口

さ
れ
、文
部
㎡
の
ノン、ぺ
の
力
がは
る

か
に
迷か
,た
の
であ
る
。
そ
の
/ン

.掛
毯

っ
て十
一
・
一く
凶
ゼ
不ス
ト

が成
功
し
たこ
と
がこ
の
財
期
の
一つ

肋轍凝
頚
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ト
と
し
て靴
巽
す
り.
七し
て、
こ
の

闘
軸
は
,単
な
る
ワ反
対
惚
闘
争
を
脱

皮
し
て
サ国会
上
扁
阻
止
"
と
し
一少

前
幽
レ
た
こ
と
が評
仙
壱れ
ばけ
躰
は

な
り
騒
い
。

さ
て

こ
のよ
つな
経
廻
匂と
っ

た
孜
々
の大
営
払闘
争
は
国
会
鮒
会
を

蔚
に
し
て
,國
会
上
㎡阻
比
働
申言
ア体

的
に
い
か
に
実
現
し
て
い
く
か
、
と
い

「う
戦
術
の
月甥
性
も
最
大
限
に
追
氷
さ

れ
な
け
れ
ば
猛ら
な
い
段
階
ゼむ
か
え

る
.
し
かも
、
十
月
十
九日
の
甲
減
審

ド}最
私
答
申
案
提
出
後
、
文
部
話
は来
年

=
一月
上
程
を
目
弼し
て現
仙
」制
化
の

過
程
にあ
る
.
そし
て
、
学
曳
収
び大

学側
の
噌一体
岡美
件
は
、
}月
、
二月

の
試
験期
営む
かえ
て奈
く
不
村
で
あ

る
。
こ
のよ
つ
な二
つの
割
蕎を
大
冒

法
粉
砕
と
い
ワζ
と
で
い
か
に
梢ぴ
つ

け
る
か
が
現
柾
の
我
女に
謀
ぜ
ら
鮎
た

問
題
猛の
で
あ
る
。

ζ
ζ

で
、
同
∵
'誠
が提
魁
し
て

い
る
り大
μ,冗
金
閉
製
κ
は
い
か
な
O

意
義
廻掬
つ
か
を
検
討
し
て
み
よ
つ
。

ま
ず
納
吻に
注
目
む
"
な
け
躰
ぱ
な
ら

な
い
こ
と
は
、
十
一
・三
十
の
{・国
ゼ

ネ
X
ト
の
成
功
を
得
.姑が
,殺

国
去

講
聾

篶

次
元
の発
景

曇

し
「
「

画
一法
制
化
反対
、慎
重
番
義
」
と
い

「
つ戦
術
でレ
か対
抗
し
て
いな
い点
で

あ
る
〈
こ
の
非有
効
性
は
先
日
の
総
長

会
見
字
部
長会
見
など
で
学
校
側
("

国大
協
)も
認
め
ざ
る
を
得
な
く
取
っ

て
いる
〉こ
の
よ
.つな
時
に
、
最
も
強

く
文
部
権
刀
に
対
抗
す
る
手
段
と
し
て

さ
ら
に
は
大
学
内
の
各
層
の
大
管
払

國
顛
の
餐
勢
を
輯つ
の
"政
治
力
育
と

し
て
立
て
な
お
す
愈
駄
で
、
そ
し
て
學

業
上
の
威
禰的
空
白
期
に
お
い
て
、
闘

会
審
誠
に
よ
って
大
留
仏
が
社
会
問
題

化
し
て
既
外
闘
争
葱
強
め
る
と
い
,
よ

り
も
、
国
会
上
穆
噌誘
も
の
盈
阻
止
ず

る
ζ
と
が
目
的
で
あ
る
以
上
、
徹
底
附

に
,札
会
に
蔀
え
文
部
省
と
大
字
が
総
体

と
し
て
(
"政
、禰
困
力
白
とし
て)
対

馴鍵
罐
墓
棚騨
鑓

詩
麓
聡
魏
醗
聾

一
弓=

,

一

一

一

な
がら
、
問
聞
が
大
冒
伝
粉
砕
と
い
う

[点
を
い
か
に
員
体
的
行
勤
で
貫
徹
さ

せ
准け
れ
ば
仏ら
な
い
ご
と
を
、
再
度

、
過
ム
の
闘
争
経
過
か
ら
掌
び
こら
な

け
れ
ば
なら
ない
だ
う
つ。

木
集
会
が
、
全稲
か
ら
四
千
人
の
字
生

を
集
め
て
開か
れ
、
文
部
省
へ抗
議
ゾ

モ
が
か
け
ら
れた
.

大
阪
でも
府
学
運
集
会
が
扇
町
公
凶

で
二
†人
の学
生
を
集
め
て
邸
か
れ

申之
島
-桜
橋
の
コー
ス
を
デ
モ
わ

進
し
た
。

ζ
の
は
か
、神
戸大
を
中
心
と
す
る
貝

囲
県
巡
が
千
人
、福
岡
で
も
乃
日人
が

統
一行
動
に参
加
し
た
。

院
中
委
●

も

全

学

「

の

動

き

て
多
勢
の
学
生
か
ら
週
求
さ
"
る
と
い

う
亭
件
が三
十
日
教
饗
部
構
内
で
あ
っ

た
。
三
十
日午
後
二時
頃
学
生
二
人

が
、
電
停
粟
一
条
付
近
を
横
断
中
、
突

然
パ
ト
カ
ー
が
接
虹
し
私
服
警
冒
に
か

ζ
ま
れ
た
た
め
、
教
養
部
構
内
に
、
逃

げ
こ
も
う
と
し
た
。

両
君
を
お
い
か
け
て
く
る
の
を
見た

学
生
崖
は
、
私
服
警
冒
に
理
由を
追

求
し
た
と
こ
湾
、
さ
ら
に
二
人
の私

服
が
構
囚
に
入
っ
て
いる
こと
がわ

か
り
、
身
分
を
明
ら
か
に
する
よ
う

要
求
し
た
。
こ
の
間
に学
生
側
は
二

百
以
上
正
門
横
に集
ま
り
、
川
端
署

か
ら
も
バ
トカ
↓
二台
が正
門
前
に

か
け
っけ
、私
服
警
冒
がが
約
+
五

人
集
まる
な
ど
不
樋
な
構
勢
と
な
っ

た
。

し
か
し
「府
警
の
もの
で
公
務
を
執
行

し
た
だ
け
だ
」
と
の
べた
だ
け
で
一向

に
身
分
を
明
ら
か
に
し
な
い
た
め
一時

は
、
激
し
く
つ
め
よ
る
と
い
う
一幕

同
掌
会
、
全
学
闘
争
委
員
会
の
全
学閉

鎖
提
起
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
、別

報
の
総
長
角
明
の
は
か
、
学
内諸
団
体

は
批
判
的
な
見
解
、
声
明
を
つぎ
つざ

に
出
し
て
い
る
。

教
投
会
は
、
一一十
バ
日
の
法
学部
の

「政
治
橋
力
に
よ
る
統
制
を強
める
」

学
会
、
闘

"
銅
委
が
反
給

瞥
法
が
国
会
に
上
提
され
て
いる
二

月
下
旬
で
あ
る
が
粉
砕で
き
る
のか

二
、
我
女
の
行
勤
は
一貫
して
民
主

的
ル
ー
ル
と
罰
論を
へて
決
窟
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
●
これ
を
批
難
す
る

こ
と
は
我
々
の
団
治
と
運勤
に
対
ず

る
侵
害
で
は
な
い
か
.

三
、
旦
小イ
ン
ナ
リ
の豊

を
問
う

重
大
な
こ
の
間
題
に
対
して
大
学
全

体
が
全
機
能
を
檸
止
させ
、
文
部
省

に
対
す
る
抗
嚥
と
法
案
撤
回を
追
求

し
、
国
会
上
提
を
阻
止
する
こと
が

必
映
と
思
つ鱒
単
に
「不
法
な
暴

挙
」
と
い
わ
れ
る
前
に
総
畏自
身
が

阻
止
の
万
法
を
具
体
朗
に
明
らか
に

す
る
べ
き
だ
.

四
、
大
孚
の
管
理
運
営
に
は全
大
字人

が
響
し
く
蜜
任
を
負
う
義
務
と擢
利
が

あ
り
、
全
学
投
票
が
正
当
性を
も
つ最

も
民
主
的
は
万
法
で
あ
る
。
反
対ず
る

総
畏
に
大
字
人
の
大
響
払
に
対す
る
平

等
な
旛
利
を
ど
つ考
え
る
か
。

五
、
総
長
は
「単
嘱
る
反
菊
戸
明
、署

名
で
は
大
蟹
伝
が
撒
圓さ
筋る
と
は
思

わ
な
い
」
G
の明
さ
れ
た
が
、
それ
な

ら
、
貝
体
的
に
大
智
按
.乞粉
砕
する
力

向
饗
小す
こ
マ
が
、
総
艮
が
こ
う
し
た

角明
を
出
す
削
に
ム東
大
の
最
漁
寅任

省
こし
て
色
9
へさ
だ
った
.

藷の
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叢
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三鶴、想号
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訳

理
想

社

も
あ
つた
が
、
芦
田
学
生
部
長
ら
の
説

得
に
ょ
って
、
二
度
と
学
内
に
入
ら
ぬ

こ
と
を
条
件
に
一切
を
芦
田
部
艮
に
}

任
し
、
三
時
半
警
官
を
学
外
に
退
出
さ

せ
た
。

教
授
会
な
ど
反
対

と
いう
声
明
を
は
じ
め
大
半
の
学
部
が

閉
鎖
に
反
対
し
て
い
る
。
し
か
し
教
養

で
は
厚教
冒
も
な
ん
ら
か
の
行
動
に
た

つ
べき
だ
4
と
い
う
意
見
も
あ
り
統
一

見
解
は
出
な
か
った
9

大
学
院
生
協
議
会
は
十
一月
二
十
七
日

午
前
、
申
央
委
員
会
名
で
「八
日
の
大

学
閉
鎖
は
時
期
尚
早
」
と
の
統
一見
解

を
発
表
し
、
三日
か
ら
の
一万
人
投
票

に
も
疹
加
し
な
い
ζ
と
を
決
尼
し
た
。

な
お
こ
れ
に
対
し
て
、
文
。経
・農

理
・医
な
ど
の
各
大
字
蹴
研
究
箋
月

志
は
、
コ
一十
七
日
の
甲
央
委
員
会

決
冠
は
一股
の
院
生
に
何
の
相
談
も

な
く
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」

と
し
て
伺
旧
反
対
潤
明
を
発表
し
た

職
組
は
当
初
申
立
的
立
場
せ
と
【.て

ノいた
が
、
一日
に
開
か
れ
た
五
煮甚

闘
会
議
で
正
式
に
前
二
者
と
岡
様
に

反
対
の
態
度
を
表
明
し
た
。

京
大
生
鰯
労
組
は
二
十七
日
(木
)執

行
委
員
会
を
開
き
十
二
月
八
日
に予
定

さ
れ
て
い
る
大
学閉
鎖
に
関
し
て、
①

戦
術
的
に
現
時
点
で
の
閉鎖
に
反対
、

五
者
共
闘
の
統
一行動
を遍
永
し
て
い

く
中
で総
長
を
含
め
た
全
字
的な
反対

運
動
を
起す
必要
があ
る
。
②
三日
か

ら
の
全
学越
票に
も
反
対
す
るこ
キ
を

決
足
し
た
。

故

人
し
の
び
、つ
ど
う

滝

川

前

総

長

の

追
悼

式

先
月
の
十
六
日
に
死
去
し
た
遼
川
幸
辰

前
京
大
総
長
の
遇
悼
式
が
、
十
一月
一

日
午
後
三
時
か
ら
法
経
第
七
教
室
で
行

な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
有
儲
会
、
法
掌

会
、
日
本
刑
法
字
会
、
日
独
文
化
研
究

所
等
の
数
団
体
の
主
健
に
よ
って
開
か

れ
、
会
場
い
っは
い
に
約
四
百
人
の
人

が々
参
列
し
た
.

式
壇
に
は
、
故
人
の
写
真
と
共
に
そ
の

著
慨
も
お
か
れ
、
学
電
揮
川
法
字
博
士

の
面
影
も
み
ら
れ
た
。

式
は
冨
.A英
嵯
委
員
艮
の
挨
拶
か
ら
始

ま
り
、
氏
は
四
十
五
年
に
わ
た
る
交
友

関
係
を
述
べ、
滝
川
先
生
2
「正
義
、

僧
愈
の
人
」
と
強
調
さ
れ
た
.

弔
辞
は
虎
木
又
相
(代
読
)
日
本
学
士

院
長
(代
読
)
平
沢
駅
大
総
畏
、
大
森

法
掌
部
畏
、
日
本
刑
法
学
会
代
表
が
そ

れ
ぞ
れ
の
V嚇
か
ら
、
故
測
川
先
生
セ

撃
力
に感
謝
し
、
京
大
の
発
展
に
力
を

つく
ず
と
述
べた
.

遺憶
に
移
り
、
故
人
と
三
高
時
代
か
ら

の友
で
あ
る
林
長
材
医
博
が
、
ユ
ー
モ

ァを
交
え
、
先
生
の
【端
を
示
す
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
器
り
、
又
刑
法
学
を
通
じ
て

滝
川
先
生
と
師
弟
の
関
係
に
あ
る
、
木

村
静
チ
助
教
授
が
先
生
の
掌
問
的
偉
業

を
讃
え
た
.
最
後
に
御
令
息
で
あ
る
阪

大
教
授
滝
川
番
雄
氏
の
挨
拶
が
あ
った

加

網
君

(二工
)北

ア

で
行

方

不

明

に

二
十
バ日
正
午
ご
ろ
、
北
ア
ル
プ
ス
北

穂
働岳
縦
走
中
の
京
大
山
岳
部
員
卿
紀

洋
召
(エ
ニ
)
が
足
を
す
べ
ら
せ
て
沢

に
転
落
、
行
方
不
明
と
な
り
、
三
十
日

午
蘭
現
在
ま
だ
発
見
さ
れ
て
,な
い
。

同
君
は
二
十
三
日
か
ら
同
π
!
ス
を
縦
一

走
し
て
い
た
同
部
員
の
r
σ四
人
の
【

人
で
あ
る
。

同
掌
会
の
を
㌣
閉
鎖
擬

簸
趨
を
き
っか
け
に
学
内

で
か
な
り
の
流
動
状
況

が
起
って
い
る
が
、
朝

日
新
闇
は
二
十
七
日
の

社
碗
で
商
桑
紙
の
ト
ッ

プ
¢
切
って
こ
の
間
題
を
取
り
扱
っ

し
の
ん
だ
。
こ
の
う
ち平
沢
総
長
は
・

た
.
題
し
て
"京
大
蛇、生
の
艮
識
を
望

む
召
▼
む
ろ
ん
閉
鎖
に
反
対
し
て
い
る

先
生
の
五
十
年
にも
及
ぶ
駅大
への
御

わ
け
だ
が
、
問
題
無
は
三
つ
あ
る
。
そ

の
一つ
、
ワ発
想
が
何
と
も
騨
解
で
き

な
い
"
1
大
学
閉
鎖
は
大
営
法
国
会
上

賃

位

提
を
目
前
に
ひ
ルえ
て
、
大
ゆ.入
一入

一人
が
、
イ
ン
テ
リ
ヶ
ノ
フヤ
、
思
耀

晶

本

生
産
書
と
し
て
、
い
か
に
紛
砕
す
る
の

か
を
諾
え
、
態
度
決
疋
す
る
問
題
と
し

て
我
々
の
前
に
あ
り
、
ガ教
授
会
∬
と

い
う
ギ
ル
ド
的
組
絃
か
ら
は
な
れ
て
一

歩
進
ん
た
自
弛の
形
懸
℃
あ
・?つ
▼
モ

[の
二
つ
、
ヱ
股
の
学
年譜
君
は
扇
動

「に
乗
って
は
な
る
ま
い
ぬ
1
論
説
委
員

氏
は
、
も
し
学
袈
πけ
で
投
票
が
行
な

わ
れ
れ
ば
バ
～
九
割
の
貿
成
が
な
け
れ

ば
成
立
し
な
い
こ
と
を
e得
て
お
り
、

一力
京
大
囚
で
も
溶制
化
に
反
対
し
な

が
ら
大
学
閉
鋲
に
も
反
刈す
る
と
い
う

中
聞
的
学
生
や
先
進
的
感
則
家
(?
)

が
い
る
.
そ
こ
で
、
こ
の
㎡圃
を
失
取

に
み
ち
び
く
た
め
に
と
い
う
こ
と
で
　づ

……
「i

ー

{糖
肋靭
眺
葬
貌
離
窮

7λ
遡い
て
い
る
▼
てれ
た
け
に
と
ど
ま

残
り
は
冒
公
庁
と
砿
っ
て
お
り、
中

ら
ず
"素
朴
な
慧
兇
訂
と
し
て
、
学
生

小
企
果
は
一人
も
な
い
。

に
対
す
る
"温
情
直
を
す
て
、
ど
し
ど

こ
の
教
年
来
、
大
体
に
お
い
」就
し
処
分
す
る
ζ
、舞
天
争㍉
局
に
要
請

職出は
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し一しお咬
矢鎧の多
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一

教
育
学
部
就
職
状
況
に

國
は
、
不
景
気
の
波
が
多
少

影
特
し
て
い
る
よ
う
だ
り

来
春
卒
業
見
込
み
は
四
↑九
人
で
あ
る

が
こ
の
囚
、
十
一月
二
十
九
日
現
丘
決

蕎
購
錘
詮
㍍
孫

る
と
二
一%
誠
と
い
う
こ
と
にな
る
.

係
で
は
、
大
学
院進
¥
希
望
者
を十
人

と
み
て
い
る
か
ら、
丞
菓
見
込
み
四十

ル
人
中
就職
希望
者
は
三十
九
人
、
こ

れ
も
大
戸}院
と
ふ
た
ま
たを
か
け
て
い

る
者
が
かな
り
あ
るか
ら
、
判
然
と
し

て
いな
いが
へ
こ
の
ぬで
い
く
レヒ
ナ

藩繰
蕪
雛

一が
、
官
公
片
九
十
四
件
、
}般
企
契
臼

九
十
皿件
で
、
こ
の
内
教
脅
常
部
あ
て

に来
た
もの
は
十
伺
前
後
で
あ
る
.
就

職
決
定
先
を
以
下
あ
げ
て
み
よ
つ。

◆
日
小
新
藁、
大
阪
屋
舐
券
、
N
11

K
、
江商
、
三菱
這
船
、
毎
H薪
聞
、

河
合
榮
器、
角
敷
レ
ー
ヨ
ノ
、
産
経
新

聞
、
万
丘社
、
大
阪
頃
、
京
大
學
務

局x
文
部
省
各
一人
、
村
田
礁
械
、
塩

野
義
製錆
、
文
央堂
、
大
阪
扇
V
大
図

轡館
、
駅邦
甲、
商舷
哉
員
、
各
二
人

育
学
部
就
職
状
況
に
旗
し
て
胃
えた
こ

と
は
、
大
学
喚

教
育
関
係
に進
む
も

の
が
次
第
に
減
少
し
て
、
反面
製造
巣

を
代
表
と
す
る
大
企
乗へ
進
む
嶺
が増

加
し
て
い
た
が
、
現
が
の
就職
状
況

は
、
こ
の
刀
ー
プ
が
惇
滞な
いし
矩向

さに
な
る
偵
同
を
小し
て
い
る
こと
℃

あ
ろ
つ。

が王
な就
職
先
と
74
って
い
る
.
他
の

学
科
では
大
部
分
が
遮
学
組
で
、
植
物

は
就
職
希望
省
な
し
、
勤
物
、
地
鉱
、

地
球
物
鐸
、
宇
留
物
裡
な
ど
も
少
披
の

内
足
書
が
いる
だ
け
で
あ
る
9

十
一月
十
五
日
屍
.仕の
蘇一糞
見
込
首

数
は
百
七
十
人
、
そ
の
2
っ就
職
.布

望
首
奴は
七
十
ハ人
、
囚
定
百ー5囚

教
は
不
況
や
や
ひ
び
く

本
年
度
の
就
職
状
況

教
員
に
仏
りも
の
は
毎
年
螺
外
に
少
砥

く
、
閉
凡
動
教
教
員
二
人
、
今
年
も
現

る
の
と
こ
ろ
同
籔
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

一般
企
叢
よ
り
採
用
決
足
期
が
遅
い
の

で
、
今
彼
さ
ら
に
二
、
二
人
増
加
す
る

予
樗
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
二
、
四
且
教

'『牝
の
蝉
ツ部
の
就
賊

国
状
尻
は
臥伊
度
と
比
較

す
れ
げ
、名
丁よ
い
と

い
え
る
だ
う
つ。
特
に
化
∵
、被
学の

二
㌻材
が
、そ
の中
で
も
目
y
って
い

る
.
薮
争
は
生
命
保
険
、{社
、
化
学
は

化
か.・工
業
、
物
躍は
電
気
、
製
鉱
など

・
中

口雪
挑

十
九
人
と
な
♪て
い
っが
、
こ
れ
は

嘉
務
讐
に
届
け
出
の
あ
った
b
の
だ

け
で
、
実
際
は
ハ
十
%
汎く
が
内
定

し
てい
る
もの
と
思
のれ
る
。

麗
職
先
は
は
と
ん
と
か管
A金
十
は

以
上
の
い
わ
ゆ
る
巨
大
f
染
で
、
次

い
で
資
ム
金
一憾
以
上
の
大
企
託
、

い
厚
に
行
く
傾
同
が
つ
か
が
え
る
。

異
際
、
就
職
の
ル
ー
ト
は
先鋭
や、

各
教
室
の
教
授
が
関
換
し
て
り
宝
試

社
が
多
く、
そ
れ
で
刀
バー
で
さ
て

い
る
9

職
勘
は
各
会
仙の
研
究
所
なと
、牌
殿

し
て
も
、
研
究
に
従
銀
す
る
も
の
が
齢

と
ん
と
で
、
現
場
は
少
76
い
。

女
子
掌
飯
は来
呑
は
三
人卒
筏
写
る
が

ム貞
進
学
と
な
っ
て
い
る
。
な
50、
先
}

に
あ
げ
に
薮
字
は
今
後
、
病
凱
で
さ
な

い
も
の
が
出
る
な
ど
、
幾
分
変
史さ
れ

て
、
二
月
小に
は
摂
か
的
な
籔字
が
判

明
一9る
が
縄
務
謝
の
あ
で
は
、
弁
年も

鴇
%
就
鮫
は
間
尋
い
な
い
と
い
,
㌃
い

る
.

ま
り
全
体
と
し
て
い
え
る
こ
と
は
、

大
管
は粉
砕
國
争
の
仁
云閲
題
化
を
防
.

ぐ
た
め
に
、
そ
の
り
想
を
抑
比
し
、
大

禦
を
跳
黙
さ
せ
る
と
い
2、
叉配
権
力

と
岡
}の
Ψ
場
に
y
った
こ
と
で
あ
る

もと
よ
り
、
商
黄
紙
が
大
虚、用
鎖
に
つ

い
て
好
恵
岡
な
見
解
を
山
ず
と
い
う
よ

つ
姑幻
想
と
は
我
々
は
届、轍
て
あ
る
。

朝
目
の
こ
の
私
腐
ほ
、
商
べ瓶
が
"中

V
㎡
と
い
つい
つ
わ
り
の
切
面
を
ぬ
い

た
一例
に
す
ぐ、好
のの
て
あ
り
、
商
巣

紙
と
し
て
』
"}}Oわ
め
㌧
4
当
な
線
仔

で
あ
る
。
▼
てれ
ゆ
え
こ
の
弦
呪
に
つ

いて
我
女
が
んえ
ね
は
擢
ら
70い
の
は

こ
れ
が
サ世
㎡の
反
賦
κ
で
は
な
く
て

芝
配
椿
刀の
代
ゴ
に
す
ぎ
冠い
こ
と
、

そ
し
て
さ
ら
に
幽9丁
ん
で
、
何
故
特
に

京
大
の
大
㌣
困
銀
に
対
し
て
こ
の
よ
う

薇
螺

け
.」
菱

と
い
.つ謹

'

●
非
含
法
時
代
の
思
い

福
本

出
を
中
心
に
…

和
夫
著
駅
離

太
書
は
、
E
本
革
命
運
動
皮
の
上
に
、
特
異
な
地
歩

を
占
め
る
著
者
が
、
は
じ
め
て
ま
と
め
た
自
伝
的
な

回
想
記
て
あ
り
、
日
本
共
産
党
史
の
興
味
ぶ
か
い
一

断
面
の
記
録
で
あ
る
。
・マ
ル
ク
ス
的
原
理
と
し
て
の

分
離
結
合
論
↓
理
論
闘
争
主
義
を
主
柱
と
す
る
、
い

わ
ゆ
る
"
福
本
イ
ズ
ム
κ
の
提
起
・
展
.開
過
程
を
は

じ
め
、
二
七
年
テ
ー
ゼ
、
三
二
年
テ
ー
ゼ
を
め
ぐ
る

党
内
外
の
動
向
な
ど
、
戦
前
の
階
級
連
動
を
批
判
的

に
再
検
討
す
る
上
て゚
の
重
要
な
素
材
を
提
供
す
る
。
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従
来
の
〃
教
条
と
公
式
"

の
粋
を
破
っ
て
二
〇
世
紀

後
半
の
新
し
い
時
代
転
換

の
姿
に
そ
く
し
て
、
マ
ル

ク
ス
主
義
を
大
胆
に
再
検

討
。
そ
の
思
想
的
・
理
論

的
創
造
と
発
展
を
め
ざ
す

■

1
日

本

の

マ

ル

ク

ス
主

義

0

日
本
マル
ク
ス
ま
■
の
蕊
っ
の潮
礪
/
佐
藤
昇

口
本
確鞠
9

に
おけ
る
聖盈
署
嶺
/
森僧
成

「社
会
主
■
(の
道
」と山
川

均ノ
山
崎
春
成

現
代
の
「卜
ロ
ツ
串
ズ
ム鞠

/
番
内三
郎
・

マ
ル
ク
ス主
■
暫
寧
の
壷
正
と嚢
贋
/
梅
本
克
己

■

2
日
本

の

マ

ル

ク

ス
主

義

⇔

目本
マル
ク
ス
圭
購
の
躍
礪/
犬
丸
襲
一
日
本
マ
ル
ク
ス主

●
の墨
懇刀
法
の
-篇賃
/
瀬浦
和
光

駈
両
と
非
転翻
/
中

島
誠
プ
回
レ
タ
リ
ア
峯
〒翼
扇
と
臓
墨
獺■
/
丸
山昇

■

討
■
/
講
艦
派
と
労
農
派
の
マル
ク
ス
主
■
/
小
野
義
謬他

■

3
構

造

改

革

理

論

の

形

成

共
魔
主
覆
政
治
突
の
口電
犠/
津
田
璽
大
纏
理
剛散
藁
と
レ

冨
ニン
主
磯
/
不
破
哲
三
グ
ラ
ム
シ
の
愚
想
と
伝
窺/
竹
内

良知

篇
灘
敢
軍
-置
胴の髭

遇
覆
/
杉
田
正
夫

■齢
■/

現
代
に
お
け
る
藁倉
の」
謹
/
杉
田
正
夫
・篠
田
一

口

4
現
代
資
本
主
義
と
マ
ル
ク
ス
主
義

国
象
狡
占
資
本
主
霞
の■
■
7'弊
汲
卓
夙
日
塞資
素
主
■
■解

究
の
環
喩
構
造
/
森
田桐
郎
・森
川
英
正

ペ
ル
ン
シ
昌タ
イ

ン
「修
正
主
肇
」
の覆
挨
討/
熊
谷
一男

ス
タ
ー
リ
ン靴
刷

を
め
ぐ
る
修
正
と
教条
/
坂
本
賢
三

■
討
験
/
長
洲
一二
他

■

5
現
代

日
本

の
思
想

と

運
動
e

マル
ク
ス
主
穫
と近
代
致
鋤
単
/
梅
本
克
己

載後
思嶽
に
謬

け
る
「愚想
の科
学
」/
山
田
宗
睦

懇
霊鳳
代
の
墨
悪と
交
単

/
沖擶
和
光

マ
ス
コ
ミ属
主
主
■
の
致
渣
と
論
理
/松
下圭

一
■
討
臓
/
窺
代
にお
け
る
革
命
と
平
和
/
日
混六
郎
他

■

6
現
代

日
本

の
思
懇

と
運

動
⇔

「広
範
な
同
聰
の政
東
」
と
い
う
こ
と
を
め
ぐ
,
て
/山
崎
餐

成

職
後
大
衆
運
動
の董
軍的
隻
帽/
榎
並
公
雄
平
和
運
■

と癖
党
派
運
動
/
池山
貫
朗

載
後
交
化
還
動
の胃
検討
/
直

原弘
遡

■
討
■
/
現
代墨
悪の
状
況
/
繕
見
俊
鞘
他

棘 神田駿河臼

北
川

隆
盲
・
島
崎

稔
共
著

翻
肱醍
触

マ
ン
モ
ス
化
し
た
現
代
都
市
は
、
産
業
・
交
通
を
は

じ
め
、
・そ
の
都
市
機
能
の
ほ
と
ん
ど
を
失
な
い
つ
つ

あ
る
。
本
書
は
、
こ
う
し
た
認
識
の
上
に
た
っ
て
、

都
市
の
諸
構
造
を
動
態
的
に
と
ら
え
、
都
市
社
会
分

析
の
新
た
な
方
法
論
を
提
起
、
都
市
問
題
解
決
へ
の

方
向
を
示
唆
し
た
労
作
て
あ
る
。

■
好
評
莞
亮
中

曽

911
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㎜騨㈲　
生
産
力
の
不
断
の社
会
化
と貢
本
主義
的
生
璽
闘係
の
腐
朽
化
を
勘因
とし
て、量
的質
的
に
ま
す
ます
そ
の露
畏
性
を
憎天
さ
せ
な
が
ら
、他
方
に
お

い
て階
口
内
分
化
を
す
す
め
、
そ
の
労働
に
お
ける
非
人
格
化
は
労
働
の
内
容や
行為
ば
か
りで
な
飛

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
そ
の
も
の
に
も及
ん
で
い
る

階
層
"
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
疎
外
克
服
の
道は
ど
う
探
求
さ
れ
る
べ
き
か
1
前
号
の
論稿
に
お
い
て
す
で
に
こ
う
間
題
は
提
起
さ
れ
た
.
そ
し
て
私
た
ち

に
必要
な
こ
と
は
、
生
産
点
11
職
場
の
中
でそ
の契
機
を
探
る
こ
と
で
あ
る
.

叢
難
勘墾

はじ
め
にひ
と
つ
の
提
言
を
検
討
し

よ
う
.企
禦
府
の
イ
ン
テ
リ
の
行
動
論

と
し
て
、
「思想
の科
掌
」
を
中
心
に

精
力
的
に
展
開さ
れ
て
いる
「生
産
点

の合
理
主
義
者
」
の
見
解
で
あ
る
。
論

者
によ
リ
ニ
ュア
ン
ヌ
の
相
違
は
あ
る

けれ
ど
、
そ
の主
張
の
あ
ら
ま
し
は
、

日
本
の
経
営
体
の中
に
ひ
そ
む
生
産
力

の
観
点
か
ら
み
た不
合
理
性や
人
間
関

係
の
不
明
朗
さ
を
、
事務
・菅
理

た

熊

ず
さ
わ
るホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
合
理
糟

神
に
よ
っ
て改
普
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
い
い
か
えれ
ば
人
間
の
創
意

と
平
等
を
生
か
し
て
、
覇務
労
働
の
中

の
「実
漿
」
に
生
さ
、
精神
的
に
身
分

意
識
・企
業
意
識
、
そ
し
て
利澗
第
一

主
義
を
脱
却
し
よ
ノと
し
て
い
る
。彼

等
は
あ
る
い
は
仕
卑
の
名
前
を
い
わ
ず

〈
:社
社
員
〉
と
い
う
紹
介
を
す
る
慣

習
に
疑
問
こ
感
ず
る
の
で
あ
り
、
あ
る

い
は学
生
の
未
米
を
くよ
い商
品
に
な

る
こ
と
Vと
し
て
、
自
己
の
生
活
設
言

を
帳
視
りな
い企
業
内
エリ
ー
ト
の
生

6方
を
展望
す
る
。
七、)て
いた
経
宮

コ
ノ
サ
ルタ
ント
の
中
に
、
最
も
ア
ク

チ
ヴな
、
日本
の産
業
を
削
進
さ
せ
る

イ
ン
テ
リ
を見
出
し
た
り
もす
る
o

「生
陛魚
の
合
躍
主
義
」は
一定
の
範

囲
で
穂
極
的
.昼意
駄を
も
って
い
る
。

そ
れ
は
、
職
場
に
いる
聞
は
人
格
を
機

能
化
し
て
働
く
、職
場
を出
る
と
き
本

来
の
生
沽
が
はじ
ま
る
と
いう
一種
の

二
虫
生
活
の
峻
拒
であ
る
。さ
ら
に
仲

間
同
志
の
昇
鮭
競
争や
、企
業
と上
役

への
人
格
的
従
属
と
い
っ
た
、瑚
を
売

る
サ
フリ
ー
マ
ノ
の
悲
菖
劇
に抵
抗
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
か
ぎり
で
は

彼
嫌
は
ア
ク.アヴてな
姿
勢
を
も
っ
て
い

る
。

裟
鰭
鋸
催盤

「生
匹点
の
台
理
主
義
者
」
が
、
そ

,},

}制畠帽
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た
ら
す
自
主
的
頭
脳
的な
生
産
力
管
理

の
職
務
に
く
ら
べ
て
の
專
門
職
労働
者

の
過
剰
化
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
激
烈な

も
の
と
な
り
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
を駆

って
地
位
を
求
め
る
人
々
と
さ
せ
る
の

で
あ
る
。
で
は
昇
進
と
生
産
煮
の
合
理

主
義
と
は
両
立
し
う
る
だ
ろ
う
か
。

重
要
婚こ
と
は
昇
進
への
過
程
、
す

な
わ
ち
自
由
に
な
る
部
下
の
数
や
扱
う

金
額
の大
い
さ
や
扱
.機
密
の
勇
要
さ

を
可能
にす
る
上
征
職
務
の
還
究
の
過

程
は
生産
台
理
主
義
の
立
脚
点
を
奪
っ

て
い
く過
程
であ
る
と
いう
こ
と
で
あ

る
。
生
匹
力
を允
分
嘱
化
aせ
鋤

繊

で
は
な
い
。

資
本
制
的企
藁
にお
いて
は
、
地
位

の
上
昇
は
生
産
力
ら疎
遠
化
し
た
、
利

潤
第
一主
義
や
労働
組合
に対
抗
す
る

一種
の
政
治
主
浅
に
い
うど
られ
た

職
務
へ
の
接
近
な
の
で
ある
。し
か

も
生
産
力
を
つ
か
さ
ど
る
下位
スタ

ソ
フ
は
権
限
に
お
い
て
上
席職
位
の

慧
志
の
下
に
あ
り
、
常
に
技
術
的な
イ

ン
テ
リ
の
艮
心
を
や
り
き
"
なく
し
て

い
る
の
だ
。
ミ
ル
ズ
の
「パ
ワ
ー
エリ

ー
ト
」
を
み
よ
う
。
そ
こ
に
は
ト
ソプ

マ
ネジ
メ
ン
ト
に
な
る
人
の
粂
件
は
専

門
人
の
能
力
で
は
な
く
、
す
で
に
支
配

し
て
い
る
人
々
に
自
己
を
似
せ
る
能
力

だ
と
り
つ分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
企

業
と
上
役
へ
の全
人
格
的
従
属
は
ふ
る

い
経宮
体
のみ
に
か
ぎ
った
も
の
で
な

」
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藥
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去
る十
月
十
ゼ日
、
三
十
年
以
釆

争
わ
れて
釆
た
記
念
祭
畢
件
の
控
訴

審
判
決
が言
い渥
さ
れ
た
。
結
果
は

す
で
に
周知
のと
お
り、
三
上
被
告

の
「体
当
り
」
が暴
行
に
な
る
と
認

定
さ
れ
た
以外
、
争
点
で
あ
った
集

団
暴
行
・傷
害
・不
退
去
の
一切
が

無
罪
と
さ
れ
、
厨
多
波被
告
は
完
全

無
罪
に
な
る
と共
に
、
三
上被
告
に

は
罰
金
三
千
円
、
執行
猶予
一年
と

いう
判
定
が
下
さ
れ
た
の
であ
っ

た
.
そ
の
内
谷
は
、
あ
と
に
も
簡単

に
触
れ
る
が
、
一審
判
決
と
く
ら
べ

る
と
、
従
釆
か
ら
の
被告
側
の
主
張

が
、
大
幅
に
と
り
い
れ
ら
れ
、
か
く

し
て
第
一冨
判
決
の
「折
衷
的
あ
い

ま
い
さ
」
や
、
「榔
威
に
績
る
臆
病

さ
」
は
払
拭
さ
れ
て
い
る
点
、
よ
り

正
し
く
直
実
し
せ
ま
った
も
の
と
し

て
、
高
く
評
仙
さ
れ
う
る
も
の
で
あ

る
。
た
だ
銭
念
な
こ
と
に
、
三
上
扱

告
の
「体
当
た
り
」
が
暴
行
と
認
足

さ
れ
て
残
る
こ
と
に
な
った
が
、
こ

の
判断
に
は
か
な
り
無
埋
が
あ
り
、

そ
れ
だ
け
に
、
そ
の
不
徹
低
な
汝協

的
な
態
度
は
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な

い
o
こ
の
判決
に
対
し
て
は
、
検
察

側
も
上
告
を断
念
し
た
の
で
、
三
上

君
が
上
告
手
続
を
と
っ
た有
罪
郎
分

の
ほ
か
は
、
す
べ
一、
十
月
三十
一

日
を
も
って
終
局
的
に確
定
し、
七

年
余
と
い
う
浸
年
月
に
わ
た
った
裁

判
事
件
も
、一応
、被告
側
の
圧
倒的

な
勝
利
の
う
ち
に
一段
落す
る
こ
と

に
な
った
。
こ
れ
か
ら
更
に
、
三上

君
の
上
告
審
が
継
続
す
る
か
ら
、
畢

件
全
部
の
終
結
と
い
う
こ
と
は
、
更

に
先
に
の
ば
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
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的
性
格
も
と
か
く
忘
恥
ら
れ
勝
ち
で

も
あ
る
の
で
、
こ
の
際
、
事
件
そ
の

も
の
を
も
振
り
返
り
検
討
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
.

さ
て
、
今
度
の
判
決
の
特
色
は
ど

こに
あ
る
か
.
そ
れ
は
い
う
ま
で
も

な
く
、第
一に
、
滝
川
証
菖
の
儲
葱

性
が
全面
的
に
否
這
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
であ
り、
第
二
に
、
薩
去
要
求

は不
存
仕と
認
罵
さ
れた
こ
と
で
あ

は
、
検
察
側
主張
の完
全
な
崩
壊
を

意
味
す
るも
の
であ
った
.
そ
し
て

そ
の
証
言
内
容は
矛
盾
撞
著
、
と
き

に
応
じ
転
汝
ζ
変わ
る
も
の
で
あ
っ

た
だ
け
に
、
証人
であ
り
、
被
轡
者

で
も
あ
っ
た
滝
川氏
の戯
俗
的
権
威

の
べ
ー
ル
さ
え
なけ
れば
、
今
度
の

よ
う
な
結
論
へ
進
む
のは
当
然
の
成

り
行
き
で
あ
っ
たは
ず
のも
のな
の

で
あ
る
。
ま
た
、
不
退去
に関
し
て

記
念
祭
事
件
を
総
括
す
る

…
第
二
審
判
決
を
機
縁
と
し
て

が
、
し
か
し、
越
訴事
笑
の
う
ち
大

部
分
が
碓
定
的
とな
った
今
.
こ
れ

ま
で
の
斗
い
に
一応
の
し
めく
く
り

を
つ
け
、
総
枯し
てお
く
こ
と
は
必

要
で
あ
ろ
う
。
と
り
わけ
、
裁
判
と

い
う
も
の
の
性
格
か
ら
、問
題
が被

告
の
行
動
面
に
し
ぱ
ら
れて
ゆ
き
、

個
人
的
な
も
の
に
解
消
さ
れ
てし
ま

い
勝
ち
の
も
の
で
も
あ
り
、
ま
た時

問
的
経
過
と
と
も
に
、
亭
件
の本
質

・
上

夢
砒
公

判

対

策

委

員

会

る
。
前
省
か
り
第
一審
判
決
の
有罪

部
分
の
・つち
三
上
君
の
傷
吉
罪
が
桐

え
、
後
者
か
り三
上
、
伊
多
波
両
君

の
不
哩
弘
罪
が
消
え
た
。
も
と
も
と

こ
の
忠
件
で
は
、
あ
と
に
も
さ
さ
に

も
暴
行
傷
嵜
の
此
拠
は
滝
川
証
為
た

だ
ひ
と
っ
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
「裁

か
れ
る
滝
川
証
旨
」
な
ど
と
庄
目
せ

ら
れ
て
いた
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ

け
に、
そ
の
値
愚
性
の
全
圓
的
台
足
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い
うな
ら
ば
、
こ
れ
は
他
の
起
誹
畢

実
の支
え
と
し
て
、
あ
と
か
ら
検
祭

冒
によ
って
案
出
せ
ら
れ
た
も
の
で

あ
っ
て、
起
訴
挙
笑
の
2
ち
で
は
あ

くま
で第
二
次
的
の
も
の
で
あ
っ

た
。第
一番は
、
「九
時
二
十
分
ま

で
に
解散
せ
よ
。
解
激
し
な
い
場
台

は
不
法
集
会と
認
の適
当
な
措
直
を

と
る
」
と
り
2
趣告
を
総
畏
の
退
去

が
、
今
度
の
判
決
で
は
、
こ
れ
は
あ

く
ま
で
学
生
部
畏
の
桶
導
上
の
解
散

勧
告
で
あ
り
、
不
退
去
罪
の
樽
成
要

件
で
あ
る
退
去
要
求
と
は
認
め
⊃
れ

な
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
.
場
所
的

指
示
の
要
素
が
な
い
点
、
注
目
さ
れ

た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
.
さ
て
、
こ

う
し
て
疑
問
の
部
分
が
排
除
さ
れ
た

後
「滝
川
証
醤は
信
用
出
来
な
い
に

し
て
も
、
そ
れ
は
他
の
証
言
か
ら
認

め
ら
れ
る」
と
し
て
一二上
君
の
「体

当た
り
」が
認
足
さ
れ
た
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る西
村
・冨
本
証
昏は

そ
の
信
葱
性
に
お
い
て、
共
に
一審

以
来
多
大
の
疑間
の
める
も
の
で
あ

り
、
そ
の
上
両
者
とも
ぷ
っか
った

の
は
偶
無
か
ど
'つ
かわ
から
な
いと

い
って
い
.Φの
で
あ
る
か
ら、
混
雑

の
な
か
の
出
末
箪
で
あ
った
だ
け
に

そ
の
暴
行
故
慧
の
認
定
に
は
相当
な

疑
問
が
あ
る
。
今
肢
の
判
決
の翌

日
、
滝
川
氏
が
朝
日
耕
聞
で
「この

軍
件
は
私
の
試
[が
大
き
な
より
ど

こ
ろ
に
な
って
い
た
の
だ
か
ら信
じ

ら
れ
な
い
と
い
う
判
断
に
立
て
は
二

人
と
も
無
罪
こな
る
の
が
当
然
だ
と

思
う
…
」
と
述
へて
い
る
の
は
、事

要
求
と
み
な
し
て
有罪
と
し
た
の
だ
・の
輿
相
を
微
妙
に
表
場
し
て
い
る
。
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資
本
に
と
って
の
す
ぐ
れ
た
合
埋
主
義

に
み
た
独
占
段
階
の
賞
金
管
理
で
あ

る
。
低
質
金
と
分
裂
の
体
系
で
あ
る
年

功質
金
の変
革
は、
、く
た
の
不
含
躍

な
試行
錯
誤
を堕
組
な
がら
も
、
結
局

労働
組合
の
手
で
行
な
わ
れ
よ
う
。

「労
務
部
門
の
エリ
ート
」
は
労
貧そ

れ
ぞ
れ
の
合
埋
主
義
の
.衣協
的調
節
を

労
資
の
妥
協
的
役
割

の
伴
事
を軸
と
し
て
ホ
ソ
イ
ト
カ
フー

の
復
湛
を備
想
亨
る
以
上
、
私
た
ち
も

労
働
の観
点
から
こ
の
主
張
を
批
判
し

よ
う
。私
たち
の
引
き
出
づ
評
価
は

〈
生
産点
の合
理
王
義
を
貴
徹
す
る
こ

と
は
む
ず
か
し
い
〉と
いう
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
は
なぜ
か。

生
産
点
の
合
理主
義は
不
断
の
昇
進

への
志
向
と
結
び
つ
いて
いる
。
第
一

に
勤
統
が
ま
す
に
つ
れ
て増
大
す
る
生

活
古は
昇
進
と
昇
給
を抗
し難
い魅
力

と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
の隼
功
的

労
使
関
係
の
狩
質
は
、
生
活
の必
要
に

迫
ら
れ
て
個
々
の
従
業
鼠
が
登
だ的
な

解
論
線
をは
い
あ
が
る
た
め
無規
冠
的

な
労
働
を
競
争
的
に
支
出
す
る
こと
で

あ
る
。
ホ
ワ
イ
ト
カ
フ
ー
の職
場
にお

いて
は
こ
の
傾
同
が
と
り
の
け
顕蓋
で

あ
る
。
第
二
に
生
産
点
の
合
理主
義
は

そ
の
プ
ラ
ン
の
実
現
を
の
ぞ
ん
で裁

螺
の
余
地
の
払
大
を
求
め
て
いる
から

で
あ
る
.
こ
こ
か
ら
く
る
昇
進競
争
は

教
青
の
普
及
と
企
業
内
階
層
秩
序
のも

い
る
。
ホ
ワイ
ト
カ
ラ
ー
の
生
活
の
向

上
や
労働
の充
笑
は
、
つ
い
に
は
労
働

運
動
の
政
策
の中
にそ
の
展
豊
が
探
ら

れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。私
た
ち
は
生
産
点

の
合
埋
主
義
省
の
限界
を指
摘
す
る
こ

と
に
よ
り
間
接
的
に
こ
の
こ
とを
不し

た
。
し
か
し
ま
兀
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の̀

労
働
組
台
運
動
への
疹
加
は
労
働
者
階

組
合
離
反
の
お
そ
れ

く
、
合
薦化
さ
れ
た
職
揚
に
も
つら
ぬ

か
れ
て
いる
こと
を
っけ
加
え
てお
こ

う
.生
産
点
の合
埋主
義
者
に
は
労
負
関

係
の
も
っ
意
駄
が明
ら
か
で
な
いこ
と

も
こ
れ
に
関
逼
し
て
いる
。例
え
ぱ
外

岡
宏
氏
は
「合
埋
主
義
の敵
対
物
は
経

常
者
と
か
ぎ
っ
た
も
の
では
な
い。
…

た
と
え
ば
封
建
主
義
の
名
残り
とし
て

の
年
功
序
列
憤
金
体
系
を曳
持す
る
強

い
力
は
ど
ち
ら
か
と
い
うと
経
訂者
で

な
く
中
年
以
」
の
労
働
者
が
持
っ
て
い

る
」
と
問
題
を
提
起
し
、
ベ
ー
ス
アツ

プ
の
一部
を
職
務
給
部
分
に
組
み
入れ

た
り
、
職
務
給
化
の
資
源
を
他
で見
出

そ
う
と
腐
心
す
る
「労
務
部
門
」
の
エ

リ
ー
ト
の
労
働
者
へ
の
「献
身
的
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
を
評
価
し
て
い
る
(
「思
想

の
科
学
」
一九
六
二
年
八
月
、
七
五
ペ

ー
ジ
)
.

す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
年
功
質
金

も
日
本
型
職
務
給
も
決
し
て
封
建
主
義

の
名
残
り
と
い
った
も
の
で
は
な
く
、

笑
践
し
て
い
る
に
ず
ぎ
な
い
.

叢
籔
勧膨
塾

私
た
ち
は
労
働
者
が
自
ら
の
生
盾
を

守
り
、
生
産
に
お
け
Φ発
・dを
堰
大
す

る
た
め
の
団
帖
11
労
働
沮
合
甲知
っ
て

級
の
申
の各
階
層
の機
能
の
狩
質
を
允

分
考慮
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
不
可
能

な
の
であ
て

現
在
を戦
後
初
期
か
ら
わ
か
つ
も
の

は
工
職
別
黄金
格
産
の
増
大
と
経
冨
内

秩序
の
整彌
で
あ
る
。
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー

と
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の共
闘に
お
い
て

可
能
で
あ
っ
た
年
令
別
生
活
費
の
要

求
や
生産
管
理
の
争
議
戦
術
は
、
縫
菖

権
の
回
復
と
全
般
的
な
低
質
金
の下
で

の
階
層
秩
序
の
整
彌
に
よ
り
破
壌
され

て
き
た
。
こ
う
し
て
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

の
組
合
雌
反
の
時
期
が
到
釆
し
た
.
現

在
す
す
め
ら
れ
て
合
遅
化
を
職
員
層
へ

の
影
響に
お
い
て
み
れ
は
、
資
本
は
事

務
部
門
の払
大
と
事
務
所
の
工
場
化
に

直
面
し
て職
員
の
階
層
分
化
-
下
層
礁

務
労
働
者
の集
積
と
権
限
の
ト
ソブ
へ

の
粂
中
」
を
促
進
し
よ
う
とし
て
い

る
.
従
って
こ
れ
に対
抗
す
る
ホ
ワ
イ

ト
カ
フー
の労
働
運
動
論
は
、
①
労
働

者
階
級
全
体
の質
金
引
上
げ
11
生
活
向

上
の
た
た
か
いに
加
わ
る
条
件
を
探
る

こ
と
、
及
び
、
②経
抱禰
助
労
働
や
嶺

務
労
働
の
申
の奇
生
剛側
面を
克
服
す

る
生
産
力
の労
働
組
台
的
管
毘
の
条
件

を
探
る
こ
と
の、
ふ
た
つ
の課
題
に
答

え
ね
は
獄
ら
な
い
.

労
働
の
自
己
格
付
け
を

階
層
差
別
克
服
へ
の
道

鍔
期農
留
壁

第
一
の課
題
、
賀
金
闘
争
に
お
け
る

ホ
ワイ
ト
カ
フー
と
プ
ル
ー
カ
ラ
ー
の

共
闘
の粂
件
は
、
労
働
組
台
が
精
神
労

働
、
肉体
労
働
をふ
く
め
て
自
己
の
労

}働
の
格付
け
と
労
働
の
質
量
決
足
の
思

想
と孜
術
を
も
っこ
と
で
あ
る
.
こ
れ

ま
で
企
業
別
組
織
を
とる
日
本
の労
圃

組
合
は
、
総
じ
て
従
菜員
の年
令
別
生

活
費
を
要
求
す
る
こ
と
によ
っ
て、
各

難
令
段
階
で
の
生
活
維
持
を
は
か
っ

て
き
た
。
し
か
し
今
、職
務
分
析
や
職

務
給
の
取
勢
は
労
働
組
合
に職
員
・工

員
・臨
時
工
を
ふ
く
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
技
能
と
類
似
の
住
寧
に
応
じ
た
寅
金

を
、
企
菓
の
棒
こ
え
て
要
求
す
る
こ
〕

垂
豹
雑
野藪
微

一

大
学
管
理
に
関
す
る
中
教
蓄答
申
が

出
さ
れ
て
か
ら
既
に
五
十
日
応く
す
ぎ

た
。そ
の聞
、あ
い
ま
いさ
と内
部
の憲

見
対
立
を
は
ろ
み
っ
つも
とも
か
く
法

制
化
反
対
を
う
ち
出
し
た
国大
協
を
中

心
に
し
て
闘
心湘門
状
にく
り
ひろ
げ
ら

れ
た
教
冒
層
一般
の
法制
化
反対
声
明

・憲
思
表
示
や
、ス
ト
ラ
イ
キ
・授
粟
ボ

イ
コ
ッ
ト
を
含
む
広
範
な学
生
層
の
運

動
な
ど
大
学
人
の
全
体
が法
制
化
反
対

の
意
思
を
表
明
し
てき
た
。に
も
か
か

ら
ず
法
鮒
化
へ
の
動き
は
ず
で
に
政

府
、
自
民
覚
全
体
に
よる
次
期
国
会
上

の
断
固
た
る決
意
と
し
て
結
束
さ
れ

っ
っ
あ
る
。
しか
も
国
会
に
ひ
と
た
び

上
提
さ
れ
れ
ば
来
年
度
沖
算
階
議
を
は

じ
め
日
鰍
交
渉
問
題
や
台
災
対
策
審
議

に
は
ま
さ
れ
た
わ
ず
か
の
期
聞
に
加
え

て
地
力
選
挙
鷺
ひ
か
え
た
あ
わ
た
だ
し

さ
の
中
で
空
洞
的
な
政
治
過
程
を
上
す

べり
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
自
明
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.
そ
れ
ゆ
え
「
一

月
朱
か
二
月
初
め
に
上
提
す
る
」
と
い

う
文
相
談
話
は
"題
会
上
槻
阻
止
働
を

か
か
げ
た
わ
れ
わ
れ
の
十
二
月
闘
争
の

電
畏
性
と
し
て
受
取
り
れ
ね
ば
な
らな

い
。国
大
協
は
十
一月
十
五
・十
一倉
の

臨
時
総
会
の
あ
と
二
月
二
十
八
日
に
次

期
総
会
を
開
く
こ
と
を
き
め
た
まま
こ

の
間
を
空
白
期
と
し
て
し
ま
っ
た
.
こ

の
沈喉
を
、
流
動
す
る
政
治
の
局
面
に

お
い
てみ
る
なら
国
大
協
は
そ
の
前
面

か
ら決
尼
的
に
後
雌
し
て
し
ま
っ
た
の

であ
り
、大
学
人
全
体
を
統
括
し
た
運

動
の中
核
と
し
て
の
存
在
を
み
ず
か
ら

放
粟
し
た
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い.

な
り
多
く
顧
在
化
さ
せ
て
き
て
い
る
。

し
かし
、ま
ず
第
一に
、そ
の
よ
ノに
賛

西
両論
を
はら
み
な
がら
もこ
の
力
針

の
提
起自
体
が待
機
の
姿
勢
に
間
だ
化

さ
れ
よ
つ
と
す
る
溜
動
の
琶白
期
宅

う
ず
め
てき
て
いる
こ
と
を大
ごな
副

産
物
とし
て評
価
し
なく
Tは
な
る
ま

い
.
駅大
の正
門
に
ピ
ケ
曽は
っ
～十

一
・三
〇
の
スト
ラ
イ
キ
は
こ
の
鮭
行

過程
の中
で
こ
そ
一挙
に
か
ち
え
た
も

の
で
あ
ろう
.…:
三
……

こ
の間
題
に対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
見

解
は前
りで
す
で
に
の
べた
と
お
り
で

あ
る
。す
な
わ
ち
墨大
学閉
鎖
6
が
あ

た
か
も
先
獣的
タ
ブ
ーで
あ
⇔か
の
ご

と
き
も
の
で
は決
し
てな
く
、
大
学
乞

危
機
に
お
とし
入
れ
よ
う
と
す
る
寧
態

に
当
面
し
た
と
き
に
は常
に
間
いか
え

さ
れ
る
べ
き
対
応
の
仕
方
で
あ
る
こ

と
、
そ
の
黄
白
を問
'つ
もの
と
し
て
の

全
学
投
票
は
本
米
く
り
かえ
し
行
な
わ

れ
る
へ
き
で
あ
る
こ
}な
ど
であ
る
.

わ
れ
わ
"
は
、
再
ひ
全
掌
投栗
に蛮

加
す
る
こ
と
を
よ
ぴか
け
た
い
。投
禦

と
い
う
行
為
と
そ
の
決
断
は
賛
台を
こ

え
て
貞
の
膠大
蛇
62
目
沿
6
の
萌
芽
状

態
を
菖
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
全
¥
投
累
に

反
対
し
、さ
ら
に
、ボ
イ
コ
ソ
トを
よ
ぴ

か
け
る
ふ
た
つ
の
動
さ
が
存
在
し
て
い

る
ひ
と
つ
は
敦
冨
層
で
あ
り
、
す
で
に

大
半
の
教
授
会
が
そ
の
む
ね
μ
明
し
て

い
る
。
一般
的
に大
学閉
鎖
を
否
定
し
、

登
面
削
に
大
字
醤
理
者
と
し
て
現
わ
れ

た
教
授
会
の
動
同
を
き
わ
め
て
遺
懸
.レ

思
う
。
,法
制
化
反
対
8
で
は
一致
し

て
い
る
以
上
、
阻
止
す
る
た
め
の
別

の
ブ
9
ノ
の
提
示
に
よ
って
対
処
す
べ

き
で
あ
った
と
思
う
.
阻
止
の
展
望
を

欠
い
た
ま
ま
の
大
学
閉
鎖
反
対
は
何
ら

説
得
力
を
も
た
な
い
こ
と
を
深
く
考
え

てい
た
だ
き
た
い
.

他
の
反
対
層
は
学
生
層
内
邸
に
あ
っ

て投
票
ボ
イ
コ
ット
を
組
織
し
つ
つ
あ

る
。
かれ
ら
は
2運
れ
た
層
幽
の
存
在

を指
摘
し
,運
動
が分
裂
し
、
学
生
価

が孤
立
化
す
る
π
こ
と
を
そ
の
主
な
理

由
にあ
げ
て
い
る
●
し
か
し
客
観
情
勢

がよ
り
尚次
兀の
行
動
を
間
う
て
い
る

とき
、
そ
う
い
う
形
で
統
一と
か
団
結

をさ
け
ぷこ
と
は
、
ま
さ
に
運
動
を
後

退
させ
分
裂
さ
せ
る
以
外
の
何
も
の
で

も
な
い
。そ
のダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
進
行

過程
に目
を
む
け
ず
現
段
階
で
予
想
し

う
る
マイ
ナ
ス
の
圃の
み
を
数
え
あ
げ

て
い
る
態
皮
は
基
本
的
に
誤
って
い

る
。
主体
的
粂件
と
は
運
動
の
進
展
の

中
で
こそ
形
成
さ
れ
てい
く
一面
を
も

う
て
い
る
の
であ
る
●

を
緊
急
の
しと
と
し
て
い
る
。
私
た
ち

は
積
極
的
に
労
働
運
動
の
担
い
手
と
な

り
、
ホ
ワ
イ
ト
ヵ
ラ
ー
と
い
つ
呼
称
を

自
ら
否
定
し
て
い
る
公
務
員
、
公
企
体

職
員
を
知
って
い
る
。
し
か
し
工
員
・

職
貴
が共
に
加
わ
って
い
る
組
台
は
つ

ね
に分
裂
と
柑
互
不
信
の
危
機
に
見
舞

われ
て
さ
～.
さ
ま
ざ
ま
の
形
で
あ
ら

わ
れる
階
層
閥
の
差
別
慧
訟
を
克
服
し

働く
も
の
同
志
の
対
立
と
い
う
戯
圏

を
ぬ
り
つ
ぶす
た
め
に
は
、
労
働
の
自

己
格
付け
の政
策
が最
小
限
不
可
欠
な

や
事
務
所
の
工場
化
は
職
員
-
工
員
の

差
別
の
琶
礎
をほ
り
く
す
す条
件
で
あ

ろ
う
.翻
翻
齢黙
坐

第
二
に
ホ
ワ
イ
ト
カ
フ
ー
の
労働
運

動
は
生
魑
力
の
労働
組台
に
よる
瞥
理

と
り
轟
題
を
も
っ
て
いる
。そ
の
た

め
に
は
も
と
よ
り
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
が

そ
の
熟
知
す
る
技
術
・事
務
・冒
理
の

労
働
を
通
じ
て
組
合
活
勤
に
参
加す
る

可
能
性
が
操
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

「現
代
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
」
に
め
ぱ

え
て
い
る
こ
の
示
唆
は
、
そ
の
未
発
展

の
ゆ
え
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
批
判
と
期
待

が
器
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も

そ
の
思
想
的
基
盤
は
次
の
一新
聞
記
看

の
手
記
に
み
ご
と
に
え
が
か
れ
て
い

る
。
「新
聞
の
あ
り
方
が
社
会
に
与
え

る
影
響
を
思
え
ば
記
省
自
身
が
そ
れ
を

き
めよ
う
とず
る
意
義
は
大
き
い
。
し

かも
新
聞
の
あ
り
方
と
は
し
た
ら
の
労

働
粂
件
が固
く
結
び
付
い
て
い
る
の
た

か
ら
な
おさ
ら
で
あ
る
。
こ
の
闘
題
と

と
り
く
む
中
で
ぼく
た
ち
は
働
く
も
の

の
意
識
と
新
聞
記者
の
立
場
と
の
矛
盾

を
克
服
す
る
こ
とが
で
き
よ
う
。
一般

に
労
働
組
合
は
生産
の
あ
り
力自
体
に

立
入
る
こ
と
を
本
能的
に
さ
け
て
き
た

し
か
し
多
か
れ
少
な
かれ
、
対
杜
会

鋪1133号

こ
の
よ
う
な
中
で
、
京
大
岡
学
会
は

再
三に
わ
た
る
ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
づ

い
て十
二
月
ハ
日
の
京
大
全
学
閉
鎖

冷
提
起
し
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
を
学
一万

人
投
票
が三
日
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
こ

の
"日
↑ハの
大
学
は
じ
ま
って
以
来
最

初
の
行
動
形
態
κ
の
提
起
は
各
学
部

学
生
大
会
の
大
部
分
で
支
持
さ
れ
る

(経
済
の
み
が投
票
ボ
イ
コッ
ト
を
決

議
)
一方
、
全
学
閉
鎖
、
全
学
【万
投

票
(あ
る
い
は
両
者
を
全
く
同
一視
し

て)
に
対
し
て
反
対
す
る
部
分
を
も
か

の
で
あ
る
.霧
労
薯
の
階
雰
化
死

肇
導

箆
のた
め
の労
働

的
な仕
事
を
して
いる
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ

ー
の
組
織は
、
仕
亭
の
あ
り
方
を
問
題

と
し
て
と
り
あげ
な
い
こ
と
を
許
さ
れ

な
い
だ
ろ
う
」

(岸
本
英太
郎
編
「現
代
の
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
」
二
四
六～
七
ペ
ー
ジ
)

合
理
的
な
生産
計
画
が
権
限
の
な
い

こ
と
に
よ
り
冥
現
され
な
いこ
と
、
合

}理
的
な
生
麓
力
の
展開
が利
潤
運
動
の

一中
で
歪
曲
さ
れ
る
こ
とー
こ
れ
ら
の
ホ

ワ
イ
ト
ー
カ
フ
ー
の
労働
にお
け
る
疎

計
劇
の
政
策
雌
究
の
中
で生
かさ
れ
ね

は
な
ら
な
い
.
ひ
と
た
び
糟
神
労
働
が

資
本の
秩
序
の
下
で
把
握
さ
れ
る
とき

生
差
点
に
お
け
る
創
恵
と
連
帯
は
失な

わ
れ
、
巨
大
組
織
は
生
活
の
安
定
と
地

位
を
求
め
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
フ
ー
の
非
人

間
化
を
当
然
の
壷
仕
と
し
な
が
ら
回
転

し
て
いく
.
そ
う
す
る
と
き
労
拗
組
白

自
ら
の労
働
の
質
童
を
決
定
す
る
権
利

も
効
果
の
な
いも
の
と
な
る
だ
ろ
う
.

い
うま
で
も
な
く
第
一の
課
題
と
第
二

の
課題
は
深
くか
か
わ
って
い
る
。
例

えぱ
資本
は
職
務
給
に
お
い
て
部
下
の

数
や
扱
う
金額
の大
い
さ
や
機
密
の
重

大
さ
に
応じ
て支
払お
う
と
す
る
の
に

対
し
一、
技
能や
労苦
に
応
じ
た
支
払

い
を
要
求
す
る
労
働組
合
は
、
す
で
に

萌
芽
的
に
正
し
い
生
産
合理
屯
義
を
も

っ
て
い
る
の
だ
。

教
研
集
会
・自
治
研集
会
・新
聞
研

究
会
・北
陸
鉄
道
「県
民
の足
」
運
動

な
と
は
こ
の
政
策
の
可
能
性を
示
し
て

一い
皇

例
を
あ
げ
よ
う
・
全
蟹
象

職
員
組
合
大
会
は
、
伊
努
湾
台
風を
ふ

り
か
え
り
、
適
当
な
水
資
源
の
処
理が

冒
庁
の
あ
ま
り
の
セ
ク
シ
コ
ナ
リ
ズ
ム

の
た
め
全
く
不
可
能
に
な
っ
て
い
る
と

指
摘
し
た
の
ち
の
べ
て
い
る
。
「…
こ

の
よう
な
こ
と
が
現
在
の
冒
庁
機
梅
で

行
な
う
こ
と
が
困
難
な
ら
は
わ
れ
わ
れ

は
民
主
組
織
の
力
で
横
の
運
絡
を
つ
く

り
、こ
の欠
陥
を
な
く
し
て
ゆ
く
よ
う

にす
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

組合
の
上
耶
機関
に
お
い
て
も
、
各

職
場
の
仕
事
そ
のも
の
に
関
係
し
た
こ

の
よ
ン
な
問
題
に
つ.G真
剣
に
と
り
く

ん
で
ゆ
く
こ
こ
が要
望
さ
れ
る
」
1
そ

し
て
そ
の
中
央
委餓
会
は
「気
象
技
術

会
滅
」
の
開
催
を
決定
し
て
次
の
よ
う

に
い
う
。
「機
械
化や
技
術
革
新
の
問

題
を
、
わ
れ
幻
れ
自
身
の自
発
的
行
動

に
結
び
つ
け
る
た
め
に
は
、組
織
的
に

行
な
わ
れ
る
こ
の
よ
う
な問
題
に
大
き

な
関
心
を
よ
せ
、
組
台
み
ず
から
の
手

で
研
究
・調
査
し
て
ゆ
か
なく
ては
な

ら
な
い
。
仕
鵠
の
内
谷
に
つ
い
て
の検

討
も
わ
れ
わ
れ
自
身
の
手
で
組
織的
に

行
な
つの
が
望
ま
し
い
」
と
(森田
俊

男
(巨
大
集
団
の
思
想
生
産
」
「現
代

の
発
見
」
第
十
二
巻
)
。

騨
鋸
墾

こ
こ
に
示
さ
れ
た
方
向
は
労
慶
組
含

に
よ
る
生
産
力
の
瞥
理
で
あ
り
、
精神

労
働
と
肉
体
労
働
の
激
し
い
対
立
の
止

「揚
の
力
向
で
あ
る
。
た
し
が
に
こ
の
ラ

イ
ン
の
労
働
運
動
は
未
だ
ひ
と
つ
の
実

験
に
す
ぎ
ず
組
合
の
経
験
の
蓄
積
も
不

十
分
で
あ
る
。
そ
の
上
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ

ー
の労
働
の
譜
分
野
に
つ
い
て
、
独

自
に組
織
化
の
条
件
を
検
討
す
る
仕
撃

も
未
開
拓
で
あ
る
。
ま
し
て企
業
間
競

争
の申
で
のス
タ
ソフ
の
仕
事
を
産
業

管
理
や
国民
経
済
の立
場
か
ら
組
合
活

動
に
包摂
す
る
こと
は
、
よ
り
シ
ビ
ア

な
状況
下
に
ある
。
ここ
で
は
労
働
組

合
の
企
莱
別
脱皮
の行
勤
と
併
行
し
て

進
め
り
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こと
が
指
摘

で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
とも
あ
れ
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
連
動
に
と
って
必
妥

な
の
は
、
生
沽
要
求
と
紹
び
っけ
て
生

産
の
中
で
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の機
能
を

一有
意
な
も
の
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、そ

の
た
め
の
労
働
組
合
の
思
想
と
技
術
で

あ
る
。
(京
大
経
済
学
部
大
学
院
修
工

課
程
・社
会
政
策
験
)

唖 郵)豊ウイス串・■
340円

120円ポケット瓶

ました

ご好評をいただいています(特上)と
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